
地震が発生したら
どこにいても、まずは安全の確

保
落ち着いて、まずは自分の身を守ること
が第一です。

○窓や棚、ガラスが割れ
たり大きなものが倒れて
きたり、中のものが飛び
出してきそうな場所から
離れる。
○机やテーブルの下にも
ぐるか、カバンやヘルメッ
ト、衣類等で頭を覆って、
落下物から身を守る。
○余裕があれば、ドアや非常口を
開けて避難路を確保する。
○実験や実習等で火を使っていた

場合は、身の安全を確認した上で火を消
す。

○安全な広い場所にいる場合は、動かず
にその場で座り揺れが収まるのを待つ。

揺れがおさまったら
広くて安全な場所に避難

学校ならば校庭、それ以外では公園や
広場、田畑などに避難しよう。

○電柱（電線）や樹木・塀など、転倒
するものが近くにないところへ。

○避難は「おかしも」で。おさない
かけない しゃべらない もどら
ない を守ること。

○避難後も、余震が心配されるので、建
物の中には戻らない。
震度５以上の時は
○被害があれば授業は打ち切り、被害がない場
合は授業を継続する。

○原則として、保護者の引取があるまで学校で保
護するが、通学路の安全が確認でき、保護者の
了解が得られれば、教職員の下校指導により下
校させることもある。
震度４の時は
○授業は継続する（被害有→授業は打ち切り）

○下校時、通学路の安全を確認し、通常の下校も
しくは一斉下校とする。

台風･竜巻･降雪時の対応

学校にいるとき
○教職員の指示や校内放送に従う。

○避難場所は原則として、グラウンドの南側
付近（耐震構造の体育館もあり得る）

○避難後は、余震や火災に注意して、教職員
からの指示を待つ。

登下校など校外にいるとき
○速やかに自転車を降り、最寄りの安全な場
所に避難し、警察・消防・自治体関係者等の
指示に従う。

○自分のいる場所や安全性を考慮して、自宅、
学校、あるいは最寄りの自治会館・集会所等
に移動する。

自宅にいるとき
○最寄りの安全な場所に避難し、警察・消防・
自治体関係者等の指示に従う。

○自分自身の安全が確保されたところで中学
校に安否の連絡をしてください。

緊急時の行動基準

登下校の安全を最優先とする

登校時刻等の変更がある場合は、クラ
ス連絡網や防犯メールで連絡します。
○余裕をもって家を出る。強風時や積雪時は徒歩
で登校する。（登下校の途中で天候が急変したと
きは、自転車を降りて押す）

○滑りやすい路面状況なので、カーブや坂道、交
差点、歩道との段差などに特に注意する。

○積雪や冠水等で、道路がふさがれている箇所
は絶対に通らない。

嵐山町教育委員会
電話 ０４９３－６２－５８８８
FAX ０４９３－６２－２４２０

〒355-0214 比企郡嵐山町志賀５４０

災害の発生に備えて、本ﾏﾆｭｱﾙを常に携行してください

熱中症の対応
日陰で体を冷やし、水分を補給

危険＝警戒レベル５のとき

○外出はなるべくさけ、涼しい室内に移動。
○部活時に発令されたら練習は原則中止。
○室内（日陰）に移動して水分補給。
○顧問の指示に従う。

厳重警戒＝警戒レベル４のとき

○外出時は炎天下をさけ、室温上昇にも注意。
○部活時に発令されたら､日陰や室内で休憩。
○こまめな休憩と水分補給を行う。
○顧問の指示に従う。

熱中症の危険信号

○体温の上昇、めまい､吐き気
○赤い､熱い、乾いた皮膚
○ズキンズキンとする頭痛
○意識の障害（反応が異常、反応がにぶいなど）

現場での応急措置

○風通しのよい日陰やクーラーの効いた部屋への移動する。
○衣服を脱がせる､水をかける､あおぐ、氷のうなどで冷やす。
○冷たい水やスポーツドリンクを飲ませる。
○医療機関へ運ぶ。（救急隊の要請）

私の緊急時メモ No．２

フリガナ

氏名

緊急連絡先
℡ － － （続柄： ）

自宅住所

電話番号

生年月日 血液型

常備薬・アレルギー等

主な連絡先
志賀小学校 0493-62-5888
嵐山分署（消防） 0493-62-3890
嵐山駅前交番 0493-62-6001
小川警察署 0493-74-0110
その他 - -

落雷から身を守る
十分安全な場所

①鉄筋コンクリート建築物・戸建て住宅など木造建築物

ただし、家電等から
１メートル以上、ア
ンテナ線から２メー
トル以上離る。れ

②屋根が金属の自
動車・列車・バスの
中（窓は閉め、手は
膝の上）

比較的安全な場所

樹木や構造物の保護範囲（下図参照）

雷鳴が聞こえたら、すぐに安全な場所に避難
「子ども１１０番の家」や近所のお宅に助けを求めましょう。

※ 大きな木や森や林は危険です！
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私の緊急時メモ No．１

登下校時の判断地点

家族との待ち合わせ場所

字や区名




